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楽しく明るい歌声で素敵なひとときを
過ごした「葛巻病院クリスマス会」

一日も早い回復を願い
　葛巻病院クリスマス会

　入院している患者さんの一日も早い回復を願い12月10
日、葛巻病院（山本雅彦院長）で「クリスマス会」が開か
れました。葛巻中学校の有志39人による「イーハトーブ
の風」など２曲の素敵な合唱で幕開け。続いて職員や職員
の家族らがサンタクロースの衣装を身にまとい、「ジング
ルベル」のハンドベル演奏や「見上げてごらん夜の星を」
などを合唱しました。
　その後、職員の家族の大久保響くん（６歳）、嵯峨菜央ちゃ
ん（５歳）、山口瑛大くん（４歳）が「早く良くなってく
ださい」とキャンドルサービスを行い、入院している患者
さんは「ありがとうね」と目を細めていました。

新しい車両の前で気を引き締める２分団員の皆さん

前里集会所の完成を喜び記念撮影をした
地域の皆さんと町関係者

お兄さん・お姉さんサンタと仲良く
記念撮影する江刈保育園の皆さん

消防車両を新たに配備
町民の安全確保に活用

長年の夢がかなった！
前里地区に集会所完成

葛高生が子どもたちに
クッキーをプレゼント

　消防ポンプ自動車の交付式は12月３日、消防団員と消
防関係者ら約30人が見守る中、町総合センターで行われ
ました。はじめに鈴木重男町長から長岡宏消防団長に消防
ポンプ自動車が交付され、続いて長岡団長から第２分団に
ポンプ車が配属されました。
　鈴木町長は「町民の安全確保のために活用してほしい」
と訓辞。長岡団長は「新しい車両を十分に発揮し、町民の
安全確保に一層努力します」と謝辞を述べました。新しい
ポンプ車の配属を受け、福井孝司第２分団長は「有事だけ
でなくあらゆる消防業務で活用していきます」と決意を新
たにしていました。

　前里地区住民の夢だった「前里集会所」がこのほど完成
し12月５日、完成祝賀会（主催：前里集会所建設委員会・
端坂秋雄委員長）が現地で行われました。地域の住民や町
の関係者など40人が参加。祝賀会に先立って、参加者全
員で記念写真を撮影し、集会所の看板を設置しました。
　端坂委員長は「町、地域の皆さんのご協力のもと立派な
集会所ができました。我々の城ですから、皆さんが集まる
笑いの絶えない場所になって欲しいです」とあいさつしま
した。祝賀会では、地域の女性の方々が作った温かい郷土
料理が振る舞われ、長年の夢の実現を参加者全員で喜び合
いました。

　社会福祉活動に力をいれている葛巻高校（高松博明校長）
の家庭科クラブや生徒会役員は12月16日、町内の保育園
や幼稚園、児童館の子どもたちに手作りのクッキーをプレ
ゼントしました。サンタの衣装を身にまとった高校生ら
は、手分けをしてそれぞれの施設へ向いました。江刈保育
園では、「メーリークリスマス！」と訪れたお兄さんたちに、
少しびっくりしましたが、一人一人にクッキーを手渡しす
ると「ありがとう」と園児らはとても喜んでいました。
　星野柊平さん（２年）は「僕たちも、子どもたちの笑顔
というクリスマスプレゼントをもらいました」と感激した
様子でした。

鈴木重男町長へえんぴつを手渡す
志田一将商工会青年部長（右）

手作り感あふれるあたたかい発表会で
観客がいやされた「山の音楽会」

40周年の商工会青年部
小学生へえんぴつ贈る

音楽大好き子どもたち
とっても素敵な発表会

　創立40周年を迎えた町商工会青年部（志田一将部長：
部員36人）は、40周年の記念に町内の小学生全員（271人）
にえんぴつ１ダースをプレゼントしました。志田部長らが、
12月９日役場を訪れ、鈴木重男町長へ手渡しました。
　商工会青年部は、昨年主催した「くずまき夏まつり」で
子どもたちの販売体験を企画するなど、子どもたちの育成
にも力を入れています。「青年部は町の将来を担う子ども
たちのため、何かできないかといつも話しています。商工
会、さらに青年部を身近に感じてもらえればうれしいです」
と志田部長は思いを語りました。

　今年で10回目となる山の音楽会（山形音楽教室主催）は
12月４日、町総合センターで行われました。会場には約
130人の観客が集まり、教室に通う幼児から高校生がピア
ノ演奏や歌などを発表、会場から盛んな拍手を送られてい
ました。また友達同士や親子で連弾（ピアノを一緒に弾く）
や合唱、お母さん方によるハンドベル演奏なども披露され、
ちょっと早いクリスマスの雰囲気を楽しみました。
　主宰する山形由紀さん（茶屋場）は「子どもたちの頑張
りに引っ張られてきました。子どもたちの家族だけでなく、
地域の皆さんも楽しみにしてくれていて、とてもうれしい
です」と笑顔で語りました。


